
[要約］

台風による早期落葉がかき樹に及ぼす影響と翌年の結実確保対策

台風により９月下旬に早期落葉したかき樹は、当年度の塁壁重堂が低下し－－

､ 発芽期に韮菱や韮董が退化し減少する。 落葉直後の摘果処理で果実肥大の低下と翌

年の花芽や発芽後の花曹の退化を抑制できる。
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［背景・ねらい］

平成３年９月２７日に福岡県を縦断した大型台風１９号が、県内のかき産地に及ぼした

落葉、落果、倒伏等の被害は甚大である。しかし、収穫前の早期落葉が果実品質、花芽分

化、翌年度の結実等に及ぼす影響は不明である。そこで、早期落葉樹の果実品質、花芽分

化を調査し、併せて落葉直後の摘果処理の効果を明らかにして台風被害樹の事後対策技術

を確立する。

［成果の内容・特徴］

①９月２７日に、台風により早期落葉したかき樹（富有）の当年度果実の品質は落葉程度

が強いほど低下するが、果実肥大には落葉程度の影響は少ない（データ略）。１樹の９０

％が落葉した樹は落葉直後に摘果処理をすると、当年度の果実肥大が良くなる（表１）。

②早期落葉樹に落葉直後の摘果処理を行うと、休眠期に花芽分化数はわずかに増加する。

しかし、全摘果樹は発芽時点で退化する花善が多くなり花曹が減少する（表２）。

③吹年度の結果母枝当たり着善数及び着果数は、落葉直後の摘果程度が強い樹で多くなる

が、全摘果樹は栄養生長が旺盛となり過ぎて生理落果率が高くなる（表８）。

［成果の活用面・留意点］

①９月下旬以降の収穫前早期落葉樹の事後対策に活用できる。

②９月下旬以降の早期落葉樹の摘果は、当年度の生産には効果が少ないが、翌年の花芽確

保、樹勢回復のためには有効であり、５０％以上落葉した樹は２～３割の摘果を行う。

③発芽時点での花芽（花篭）の退化は発芽期の土壊の乾燥によっても助長されるので、発

芽期前後に降水堂が少ない場合は濯水を徹底する。
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(25%程度）を含む

[具体的データ］

表１台風による早期落葉樹の摘果処理と果実品質（平成３年）
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注）①調査園：吉井町、供試品種：２５年生富有、落葉率：９０％
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表２台風による早期落葉樹の摘果と結果母枝当たり花芽（善）
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表３台風による早期落葉樹の摘果処理と着蓄及び結果状況（平成４年）
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